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KUNIKO MIYAGAWA， TOMOKO MIYAMOTO， MASAKO OKUNO， TOSHIKO WATSU]I， 
AKEMI FUKUOKA AND KAZUE KA]IKAWA 
TERUKO KAWAI， CHIEKO NAKA]IMA， TAKEKO MUROMOTO， MICHIYO MATUDA， 
本学食物'手料のマー業生および食物 ・栄養や専攻の大学
院終了'主が.H会に必いてどのような仕・れの場を符， ど
のような考えを持って活問しているのかなどについてア
ンケート調伐を行なったのは.学部卒業生が20期に達し
た昭和47年8月末日であった。それから月日が流れ. AB 
和55年3月で学部は28却1.580名となり，大学院修了生
は博七号取得者4名を含み 100名にi主した。ノド学部はす
でに54年に30周年を迎え.また.55年秋には本学は l∞
周年記念式を行な うに至った。
この機会に . 'f.業生の社会における活動状態，退~i1l:ゃ
州統臓の問題，ならびに.現実的には1;;i-'t生の多L、こ
とから家庭にあっての巧えなどを杷jMしたいと A号え.
再びアンケート調査を行なった。前回(47年 8月末)の調
査結果とあわせ考え.今後の発展のための資料として御
利用いただければ幸いと考えている次第である。本調査
は食物学科の卒業生で，現在は家庭生活が玉体ではある
が*食を考える会山として勉強会をは じめた会長が，卒
業生として調査に参加した。
調査方法
I 調査対象
本学部食物学科卒業生(以下.学部卒と略す)1-27期
*1 30年卒 ・2 321f.卒 *3 33年:tiに叫 35年本
・536年卒事6 40年卒
(昭和28年-54年 3月卒)の557名，および食物栄養学専攻，
栄養 ・保健学専攻博士課程前後期終了生(以下.院卒とす
る)昭和54年 3月末時点の95名.計652名のうち国外在住
者をのぞき，調1i:用紙が郵送て網届くと思われた人554名
を対象とした。うち50名は本学部卒であリ院卒である。
I 調査方法および記日
アンケート記入方式とし.記入用紙を各人宛郵送し，
記入後返送してもらい集計した。アンケート用紙は末尾
に付した。
設問1;l:1I1回のものを検討し，更に共著者の卒業生1;1:現
在の生活は家庭が主体であることから.前回にはなかっ
た設問を新たに討"命し，つけ加えた。
また，吉田‘岩営の「本特E児童学ヰキ卒業生と職業J2'• 
その他却 を参考にした。
調査記日は昭和54年8月末である。
集計結果
lii1十は学部卒と院卒各々の総計を出 L.両者の合J十は
していない。本学部卒で院卒の人は各勾に集計した。両
者共 l期生から b年毎に年代を区分し次のようにした。
lfEって学部F区分は 2ヶ年である。
博士号取得者は調炎時点では 2名であったので院E区
分に入れたが，将来は分離してその動向を得たいもので
ある。また，院卒は総数が少ないので，年代別区分が意
味を持たないと考えられる場合は省略した。
???
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区分 学 部 大 A寸u・- 院
A 28年3月-32年3月卒 30年3月一34年3月終了
B 33年3月-37年3月卒 35年3月-39年3月終了
C 38年3月-42年3月卒 40年3月-44年3月終了
D 43年3月-47年3月卒 45年3月-49年3月終了
E 48年3月-52年3月卒 50年3月ー54年3月終了
F 53年3月-54年3月卒
I アンケート調査用紙の回収状況(表ー I) 
学部卒の回答数は358名(卒業年度不明のものは除外し
表一 1 回答数
学 奮E 大学院
* 発送数 521 83(50) 
回答者数 358 57(35) 
回収率働 69 69(70) 
可)内は本学部出身者数
物 ~、寸 e
た)，院卒は57名(うち35名は本学部出身)であった。回収
率は両者共69%である。今回は男女別集計はしないが対
象男子は5%であった。
I 有験者数とそのうちわけ
(表-2，褒ー 3)(設問 1， 2) 
調査時点で何らかの形(常勤，毎日のパートタイム，非
常勤， 自営およびその従業者など)で職業を持っている者
を有職者とすると，学部卒Ii.215名で，有戦率は60%で
ある。院卒は82%であった。現在は無職であるが過去に
仕事を持っていた者は，学部卒126名で35%，院卒~ll%で
あった。有職率を年代別に見ると，学部D年代に数字の
落ちこみがみられる。他方.職の経験のない者のうち院
卒のE年代，および学部卒E，F年代に1十8名の在学中
の者がいる。
表3に有職者のうちわけを示す。学部卒の有職者215
名のうち 158名， 73%が常勤であり，パート 6%，非常
勤13%，自営業その他が8%である。年代別にみると，
学部卒の若い世代は常動車はやはり高しまたD年代の
マ-~， c 年代の非常勤がやや高い。
表-2 有職率(設問1) 
回
無 職 者
有 職 者
答 過去に有験 職の経験なし
数 (人) (必〉
(人)
(労)
(人〉
(必)
総数 358 215 60 126 
17 
35 5 
A 41 26 63 14 1 34 3 
学 B 55 37 67 12 21 
6 
12 
C 80 47 59 
31 
39 
2 2 
部 D 72 
25 
35 
47 
65 
E 77 51 22 4 (在学す2) 66 29 
F 33 29 88 4 (在学1申22) 
総数 57 47 82 
6 4 
11 7 
A 9 9 100 
大
B 7 6 86 
1 
14 
学 12 1 C 13 92 8 
院 D 14 11 3 79 21 
E 14 9 
1 4 〈在学2申94〉
64 7 
( 2 )
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表-3 イf服者のうちわけ(設1H12) 
有
有職者のうちわけ
区 職 常 動 パート 非常勤 自営、その他
分 者 (人) (人〉 (人〕 (人〉
(%) (予診〉 (必〉 (%) 
総数 215 158 73 12 6 29 13 16 8 
A 26 16 61 2 8 3 12 6 19 
学
B 37 26 70 5 14 6 16 
C 47 32 69 2 4 11 23 2 4 
D 25 14 56 6 24 2 8 s 12 部
E 51 43 84 2 4 6 12 一
F 29 27 93 一 2 7 一
総数 47 40 85 
2 4 4 9 1 2 
大 A 9 6 67 
B 6 5 83 
学
C 12 12 100 
院 D 11 8 73 
E 9 9 100 
表-4 卒業後の常勤期間(設問6) 
卒業以来常勤をつづけている人
常勤 をのぞいた有践者
期間 回答 卒業以来
総数 常勤を
卒業後のつづけている 回答数 常勤期間
区 分 (年数〉
年数Il:対する
常勤期間
f人〉 (人〉 (必〉 (人〉 (年〉 (必)
総数 358 133 37 186 
学 A 41 14 34 26 6.8 28 
B 55 23 42 23 6.0 32 
C 80 25 31 46 3. 8 27 
D 72 12 17 55 3.4 38 
部 E 77 34 44 36 2. 1 50 
F 33 25 76 一
総数 57 28 49 22 
大
A 9 6 67 3 10.1 
学 B 7 4 57 2 17.3 
C 13 8 62 5 4.5 
院 D 14 4 29 9 2.2 
E 14 6 43 3 1.3 
( 3 ) 
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院卒では有事費者の85%が常勤者であり. C. E年代の
回答者は全部常勤であった。
m 3事訓陣後の常勤期間(表ー 4)(設問6) 
学部卒の回答総数 358名の37%は卒業以来常勤(転職
の場介む含める)を続けている。年代別に見ると D年代
が17%と低い。次に卒業後ずっと常勤をつづけている者
をのぞいた有峨者の常勤期間については各人に巾があり，
従って学年の平均も年代別の平均もとりに くかったが.
年代毎に一応の平均年数を算出した。即ち， A年代は卒
業後平均24年5ヶ月経ているとし，回答から常勤平均年
数6.8年を算出し.それは卒業以来の年数の28%に当る
とした。この卒業後の年数に対する常勤期間の%は， A.
8， C年代は30%前後. E年代1;:50%であった。
院卒の場合はn'・動をずっと続けている者1;1:49%である。
各年代における有級者の常勤期間を計算すると，仔IJ数が
少ないこともあって1.3年-17.3年と巾があり平均年数
はポめしにく L、。
W 卒業生の活動分野(表-5)(設問4) 
有職者の主な活動分野を表-5にしめす。学部卒回答者
215名の関係職場，f.上)~内容を大別すると ，
中学・ 高等学校その他の教育機関の教員 18% 
物 学
短大・大学の教育・研究織関の教貝 27% 
会社の研究 ・開発 ・製品検公・営業など 19% 
栄養上関係 14% 
自営業 ・病院の臨床検査・その他 22%である。
年代目IJに見ると若い年代程，会社関係，栄養上関係の
仕事についている者が多くなり，中学校の教ilに従事す
る者はA年代にくらべ他は少なくなる傾向がみられる。
(A年代は栄養士免待証は取得出来ず，教以免状だけで
あった。)その他の仕事については各年代別では，数が少
ないので%の多少が云いにくい。臨床検査関係は免，~fí制
度の確立するに従って.若い年代1;1:皆無になった.
院卒では短大・大学の教育 ・研究に80%が関係してお
り，栄養士関係，中学校の教育などはいない。
V 卒業生の社会的地位 (設問3) 
設問3で，差支えなければ現在の職名，地位などの記
入をと依頼したが，記入のない人もいた。しかし記入分
について不充分だがまとめてみた。この項て'1;1:.本学部
卒で院$の者i立院卒として集計し，学部卒としては集計
しなかうた。
管理者およびそれに準ずる者として学部卒では短大の
教授3名(うち 2名は他大学の院卒).同助教佼4名 (1 
表-5 有職者の仕事内容(設問4) 
よじぐ 字毎 大学院.11:1 A 1 81 C 1 D 1 E 1 p 健司監 AI B ICIDIE 仇)Q紛仏)(lI.，)仏〉也Q 仏)Wo)仏Jゆ 由る~位 li人}拍 A)(<曲。陥 rJ.、弘、 W ('/，) I W (';.、
215 26 37 47 2s 61 29 ‘7 1冊 9 6 12 1 9 1曲回 筈 歎 1帥 Eω 1ω 1伺 100 l伺 100 100 100 I∞ l曲
l 中学l!I<D1!Ir宵 12 4 s 2 2 1 6 15 8 4 2 2 
19 2 81 2 
、 3 6 l s t z Z 高等学佼の数胃 9 s 1 12 12 s 6 自 n 
32 s 5 13 1 4 4 18 3 3 4 5 s S 短大の敏宵 ・研究 15 18 14 28 4 8 14 39 総 50 33 ~ 34 
24 l 5 10 3 5 19 B a 6 6 1 . 大学白教育・研究 1 ‘ 14 a 12 10 41 33 50 51 
51; 1 
5. 上E以外の敏宵 7 z l l 1 2 3 自 2 z 4 4 
15 1 2 s s 6 2 2 6 会社申研究・陶殉 7 4 s 6 6 21 4 22 
12 1 1 1 4 5 2 l 1 
T 会主士申製品償責 6 4 2 4 s 17 4 1 8 
16 2 81 3 
l 6 4 
8. 会祉の曾章 7 8 4 12 14 
13 1 6 4 2 
9 病院申検査 6 4 16 9 8 
10 30 z s s 14 6 栄養士小計 14 s 6 宮島 37 21 
B 1 s 4 栄餐士・小中高校 4 2 6 i量
9 1 2 ‘ 2 11<..値段 ‘ 2 8 8 7 9 2 』 z 4 
管公庁〈保健所 4 5 2 8 8 
会社・その他 4 I s 
2 4 6 
12 s z ー l 3 s I Il ".関係 6 12 s ‘ 6 10 z 1 17 ‘ 5 a l l 2 E 1 12.自曾量 8 15 14 6 16 2 4 1 11 
6 1 2 ‘ 2 13.その他 s s 4 4 4 
( 4 ) 
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:1"，1ま他:'{:の院卒)，I，;J，;I/$r.耐7?'，・高等学校・中学校の家庭科
の主任31'， (もっと 多いと思うが未記入が多かった)，教
fi研究所指樽主事，市民病院栄養上主任，保健所主事，
'I'C庁の技術臓の主代および保健局諜iと各 1:1" 臨床検夜
間!係の主干E・主幹5名，食品・薬品会社の課長クラス 4
:1"，係長3名な らびに自営業ではあ るが取締役や社長7名
などである。
院ljくでは大"y・の教Jf.助教1:{十2:1"" I，;J法制i6:1" 'Ii. 
大教1':3?'" I，;JD力教校4?，. 1，;]"削rli5 ?，，，その他臨床杉t
1' Uf:.会社 mSl~ などである 。
VI 各自の仕事の適当度 (表-6)(設問5) 
現イ1;の各自の仕事は，食物学科の卒業生としてどの桜
度適当であるかを問うたところ表-6の同答があった。 学
日1;本の 1111 答2 11 :1"， のうち "j~当である鳩 34%， 、、まあj盛当
である怖が28%であリ.快適当であるとはいえな¥'¥¥'、 20%
である。 Lt.抑こ対するj盛当1'1;1:伽1人によりr!Jがあるが.食1m
学科の卒業生としては適当であるとはし、えない職場であ
っても，大いに進出し.活路 していると見てよいのでは
ないだろうか。適当度を年代別に見ると数字の高低はあ
るが，傾向は大差がないといえる。
院卒47名の回答のうちわけはJ適当である、 54%で学
部卒より高<，納まあ適当であるい 19%，"適当であるとは
いえない、、が6%で学部卒より低し A年代に集まって
いる。
W 退職理由(表ー 7) (設問7) 
退職経験者に j明哉の主な理由と第2のJlI!.由について
問うたところ表ー7が得られた。退職経験者の回答は学部
卒 235でその主な退職理由は情結婚またはその準備のた
め泌が44%と最も多しついで、、出産や育児のため、、 21
%であった。年代別ではB年代lこ，ホ出産や育児のため、、
に退職した率が他の年代より高しまに 恥待遇が悪かっ
た、、の理由もやや百:i¥.υ しかし，、、結婚又はその準備のた
表-6 1i:'J';に対する食物学科出身者としての適当度(設問5) 
学部
仕事化適対、当す-.......度る ~区、、分..... 総数 A 1 B 1 C 1 D 1 E 1 F 仏J ω 仏ぷ ω 仏ぷ ω 仏ミ ω 仏〉 ω 仏J ω 仏み ω 
211 1 26 1 36 1 46 1 25 1 50 1 9 
回答数 1001 1001 1001 1001 1001 1001 100 
72 9 12 19 9 12 1 適当である 34 35 33 41 36 24 11 
59 5 8 9 5 23 5 まあ適当である 28 20 22 20 20 46 56 
34 3 10 6 7 5 3 どちらともし、えとlL、 16 11 28 13 28 10 33 
42 6 6 11 4 9 適当であるとはいえない 20 23 17 24 16 18 
6 3 。 1 。 1 そ の 他 2 11 2 2 
仕事旧適¥対¥当す、度る 、、¥区、、分-..... 
大 学院
〈人ヂ数 ωA ωB '_A ~人)C ωD ω 
仮分 段分 役会 匂分 段01 ~分
47 9 6 12 11 9 回 答 数 100 100 100 100 100 100 
25 5 3 8 8 1 適当でゐる 54 56 50 67 73 11 
9 1 1 1 1 5 
まあ適当である 19 11 17 8 9 56 
10 2 3 2 3 どちらともいえない 21 33 25 18 33 
3 3 
適当であるとはいえ伝い 6 33 
そ の 他
( 5 )
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めいに退職した率は，他の年代の半分位と低い。 E年代
は出産や育児のための数字が低いが，卒業後2.5-7.5年だ
からなのか，託児所などの利用がしやすくなったためなの
か.または，怠識の問題なのか，ここで'は明らかに出来ない。
第2の理由として記入した50名のうちわけl丸、職場内
での問題のため(人間関係とか配置換など入 22%.つい
で、仕事が適さなかった、、 16%であった。
院卒では回答数23名と少ないが"家族の転勤のため、、
物 .，. 寸ー
の22%が学部卒と異なり目立つ。
VID 現在，職業についていない理由(表-8)(設問9) 
前項のような理由で退職後， 干写ぴ有職者になった人も
いるだろう。しかし，現在，家庭にいる人たちの職業に
ついていない理由は何だろうか。回答を表-8にしめす。
学部卒の回答数199(複数の回答を含む)のうち32%を占
めた理由はも子供が小さいうちは，家庭の外に仕事を持
ちたくない協であった。当然ながらD年代を中心に数字
表-7 退職の理由(設問7) 
hとよ 学部 大学院主な理由 筒Zの理由 主 な型自 筒2由理由総数 A IB IC 10 I E F 総数 総数 総数
〈人) (鰯)!(人) C帰)IC人) C婦)!C人) C!oi) I C人) C%)!C人) C集)!(人) (%)! C人) C帰〉 (人) C繕2Jlム~刈
函 書 数
285 80 35 59 67 43 50 23 a 
100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
L結婚又はその串備のため 108 14 9 261 24 84 22 6 2 44 47 41 61 61 12 自
a出産や育児のため 60 6 11 17 13 8 s s 21 20 31 29 19 7 6 13 
S 子供が学令制に遣 した 2 4 
4.鑓康上由理由
11 2 2 s 8 6 a 
5 7 s s 4 7 12 18 
6 ~人場間内関で係の・問配題置醤ぽど) 7 1 l 2 8 11 2 s 8 z s 7 22 67 
邑仕事が適;);ぽかった 17 s 2 5 7 8 8 7 s s 7 16 16 18 
7待遇が愚かった 9 
1 4 2 2 
4 2 11 B 5 18 
8.家自陸自転動由ため 14 8 5 6 5 6 10 8 9 2 22 
9豊臣肢の喧病申ため 4 1 1 l l s 1 2 s 2 2 2 6 88 
10品分白書志哨係なく周
の反対で s 
5 
10 
1.自営童をするため 6 2 2 l s 2 7 6 2 2 6 
12その他 18 2 2 4 z 2 2 4 
6 7 6 7 3 5 100 4 17 
表-8 現在、職業についていない理由(設問 9) 
ふに 学 部 大学院総 数 A 自 c D E F 総 数(人) C%) 【人〉 〈必〉 (人〉 (場〉 (人〉 (%) 〈人) 〈翁〉 〈人} (96) (人〉 (必〉 〈人〉 〈事〉
圃 笹 数 199 27 19 57 58 34 4 14 100 100 100 100 100 100 100 100 
l値目高的K安定しているの 10 1 4 4 
で‘騒農民つ〈必嬰が低い 5 4 7 2 12 
z 家で庭風生車活Iζ民つ満〈気足tしEて'.いらる伝いの 7 1 8 2 4 5 2 6 6 
3.自分の好みとか才能10"" 23 5 4 9 4 1 l 
。た仕事(臓繊〕が'.い 12 19 22 16 7 a 7 
4年齢制限で.舗が得lζ〈 18 5 1 5 z 2 L、 7 19 s 9 s 14 
6 収眠舗入がと労は働い長件が見合う 4 l 8 2 s 5 
6家庭が鼠輩を持つιとに 12 1 5 4 2 
反対である 6 2 9 7 邑 7 
7軍事との両立が園憶であ 81 8 9 5 8 6 
る 15 11 47 9 14 17 
8子供が小さいうちは、家庭 64 s l 17 31 12 8 
の舛K仕事を持ちた〈品、 82 11 5 80 53 35 22 
9 体生力活的~送・写る令自的信目が、な取い. 10 s 5 2 l -7 5 11 9 s 
10在学中である 8 1 s 4 5 4 2 9 100 36 
1その他 17 6 s s E 4 8 19 16 4 s 12 7 
( 6 ) 
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がrzL、。表-8をh!.ると.年代別にそれぞれ特徴がみら
れる。"i'Iぅ〉にあった什.れがないから帆というのはA，B. 
C 年代にややIlaゎ、何lilJがみられ. A年代になるとい午令
a~If>l{で職場が得に< ~、輸が1也の.fIJ!.由より高い。また"，ぷ
・Jcとのl山j、工が附勝てあるいは B年代に，fZい -)j. .~ræ ~t 
につく必要が主い柚ゃっく勾にならないu が総数の 9<?<oみ
られる。
品し十は l"lft数か14と少なく .{t"f:中をのぞけI!. '{: 
i'm十:のJlIlJtlと傾向1;1:似ているがや統治的に安定している
からつく必裂がない、'"家彪生川に満足しているからつく
3Lに主ら〈午、、 1;1:1人もいない。
IX 再就職の希望状況(表-9)(，没!問10)
むしi直・Iな.Q;VC;があれば枕股(パート，非常勤を含む)
をJR-qIするかの問に付する11袴1;:表 -9のj凶りてある
IJijj1このように職業についていない均由は機々であ ったが
学部片手l川答数 141~乃のうちい適当な戦地があれば今すぐ
にも仕・~~につきた""\'、 16%， "現在は無珂ーであるが将来は
適当なj-t'I~があればっきたい、、 6“4%，
2鈎0%でで与あつた。年代別に見ると仁， や刈1将午米はつきたLい、~山 とす
るむのがA， 8年代より若い年代に多くな ってい る。
院卒は1"符教が13r，と少ないが.そのうちわけは‘適
当な職場があれば今す ぐ にもIt.~につきた L 、 6 名 (現
N.非常勤め31，が常勤への再就職希望として含まれる).
1キ米通当なf上'Jcかあればっきた i¥¥¥ 6 r"¥¥抗戦する気
はないい 1 1うであ った。
次に，J)Lイ正すぐに就職するには無理だとする理由を向
由記入か らまとめると.表-9の中l立の給処となった。
学部卒・のF哩白を細分すると98件になり.段高Ii.育児のた
めが69%であ った。 あとは少数であるが.大別すると家
庭の予約が80%を越え，偶人の事的は20%足らずであっ
，. 
~。
ノトすぐに枕輸するのは無浬だが，何年(立あとに仕事に
表-9 11~~:t械の.fu・望状況(設問10)
~とと 学錦 大学院総数 A I B I C I D I E IF 総数(人)(ゐ)1 (人)(ゐ)I(人)(96)1 (人)(手掛)I(人)(最長)1 (人)(9o)l(人)(ゐ〉 (人)(ゐ)
回 答 数 141 15 16 32100 
45 28
100 
5
100 
13 
100 100 100 100 100 
j1J 
就 1適当な仕事があれば今すぐに色仕事 23 5 5 6 s s 6 
司亀 につきたい 16 33 31 19 7 11 20 46 の
希
2現在は無患でゐるが、将来は適当な 90 8 4 18 38 23 4 6 
状望 仕事があればっきたい 64 20 25 56 84 82 80 46 
況
28 20 7 7 44 8 25 4 2 3就穏する気はf.{い 47 9 7 8 
回 答 数 98 4 s 21 44 23 s 7 100 100 100 100 100 100 100 100 
E見 家 庭 の 8J f青 4 2 
在
4 50 5 4 
就 育 児 67 69 1 25 1 33 11 52 36 81 18 79 4 57 
It 5 2 2 1 
を 老 人 の 世 話 5 67 10 2 
す
伝動 (転居 ) 4 s る 4 18 2 14 
の
健 域 上 4 2 2 5ζ 4 10 5 
無 在 ']': 中 5 2 9 8100 2 29 5 
里担
f.{ 技 術 修 iH 中 2 2 2 5 
E量 4 2 1 
自 臓につく自身が f.{い 4 5 5 4 
その他(就献予定〉 s s 25 
1 
5 4 
け伺 回 答 数 57 2 85 100 16 4 6100 る年 100 100 100 100 
か位 ~ 2 年 12 7 20 4 s ゐ 21 50 100 50 
と s ~ 4 年 14 10 4 2 f~ 25 29 25 33 
仕 23 14 8 IJ 5 ~ 6 年 40 50 40 50 
IC 
つ 1 0 年 以 後 位 8 14 4 11 4 25 1 17 
( 7 ) 
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つけるかを表-9の下段にしめす。学部卒回答数が57で
あるがD，E年代に片寄っており， D年代は 3-4年位
あとならという数と.それ以上年数がかかるという数が
ほぼ同じである。E年代は 5年ずれているので， 5 -6 
年あとならという数が50%を占めた。
院卒l.i6人で数が少ないがそのうち 5人が3-4年位
までのうちに仕事につけると考えている。
X 今後.自己の能力をどのよ うに生かすか
(袋一10)(設問8) 
将来へ自己の能力をどのように生かしてゆくか.を問
うたところ表10にしめすような数字が得られた。回答数
は学部卒338名，院卒54名であった。設問が充分でなし
その他の項に自由回答が出るかと思ったが以外に少なし
物 必~寸a
1-5項の設聞に95%が納まった。学部卒の回答でl.i， ‘家
庭生活と職業生活を両立させたい.40%で最も多<，つ
ぎが〆職場を通して自分の能力を生かしたい.22%であ
った。あわせて62%の人達が，職業を通して能力を生か
したいと考えているJ家庭生活を中心にしながらもボラ
ンティア活動その他に貢献したい、、 17%..家庭生活を1重
視しこれに専念したい、、 12%とつづく 。各年代別に数字
の高低があるが傾向は大差がない。
院卒の場合は，ホ職場を通して自分の能力を生かしたい輸
が50%を占め，ついで命家庭生活と職業生活を両立させ
たい輸 31%であり， 81%の人が職業生活を望んでいる。
これらの数値が学部より高いのはより専門教育期間が長
いことから当然で、あろう。
表ー10 将来へ能力をどのように生かしてゆくか(設問8) 
学部 大学院
飽力@椿豪への、ヨE、S、し方 、区、、、、分 総数 A 1 B 1 CI DI E IF 総数
(人)(必)!(人)(%) ! (人)(必)!(人)(必)I(人)(必)! (人)(頭脳)!(人)(必〉 〈人)(勉〉
888 89 
回 答 敬
100 
40 8 
1.家庭生活を怠視しこれに専念したい
12 
74 9 
2職舗を通して自分の能力を生かしたい
22 
186 14 
S.家庭生活と臓絹生活を両立させたい
40 
家庭生活を中心にしぼがらもボランテ <7活 56 
4白動.その他IC貫献したい 17 
14 
5.報酬を包むζとは〈泊紙社会で活動したい
4 
18 
6その他
5 
沼 家庭にいて役立っていることは何か。
(褒ー") (設問11)
家庭にあって，食物学科専攻者として役立っていると
考えられる事例について自由に記入してもら った。記入
事例を大別すると表ー"のようである。学部卒の 1381牛
をまとめると、家族の健康に役立っているらが60%を占
めや食生活への関心や理解lJtが高い論 16%である。その
他.食品公害の問題および他人へ食物関係のアドバイス
が出来るなどがあげられた。
溜 j舌蹟が望まれる介野{表ー12)(設問12)
食物学糾卒業生が現在.および将来.活躍するのが望
ましい分野はどんなところだろうか。就職経験や家庭生
5 
2 
l 
100 
21 
28 
36 
18 
6 
2 
(8 ) 
50 77 78 74 20 54 
100 100 100 100 100 100 
5 7 8 10 2 2 
10 9 10 18 10 4 
17 19 12 12 5 27 
84 25 15 16 25 50 
18 28 32 40 9 17 
86 30 41 54 45 81 
7 17 16 8 s 4 
14 22 21 11 15 7 
l 8 6 2 l 
2 4 8 8 2 
2 8 4 2 8 
4 10 5 s 5 6 
i孟などをilして感じたことなどについて自由に記入して
もらった。大変熱心なXl'見が多くの人からょせりれた。
分野を表ー 1 2のように分けてみた。学部卒の:U:.l~として
栄発士の分野は学校，保健所を含む官庁関係や病院，
更に，臨床栄養方面にもっと進出することを望むとした
者 102人で20%を占め，ついで中学・高等学校教ifl6%，
短大 ・大学の教育 ・研究と食物学関係の研究，14 % 
である。一方，現在の有職者の活動分野にくらべて今後
大きく進出の笠まれる分野は，消費者サイドからの運動
や商品研究 ・検査の分野.および食品・栄養コンサルタ
ントや地域社会の指導者，食品衛生箆視員， ヒープなど
があげられた。院:$の意見もほぼ同様の傾向であった玖
宮川他 食物学科卒業生のアンケート調査結果(その 2) -33-
表-11 家庭にいて食物学科卒業生として役立つ
ていることは何か(設問11)
学 書E 大学院
〈人) (0/.) 〈人)(0/.) 
数
138 5 
回 答 100 100 
82 1 ~自民の健康管理 60 20 
食品公害 10 
7 一
治威主士会への貢献 4 1 s 20 
食生活への関心..解度 21 2 
16 40 
他人へのアドパイス 6 1 
4 20 
6 一子供の数育・対s
4 一
科学的伝考え方 6 
4 
その他 3 
空
短大 ・大学での教育・研究分野が学部卒より多かった.
XI 免許状について (表一 13)(~空間13)
博士諜程が出来た現.(E，栄養士免許証.教員免許状に
ついて，個人の立場を含め食物学科卒業生としていかに
身えるかを問うた。l吋答を褒ー13にしめす。学部卒の回答
数353名，院卒57名で.そのうち‘不必要と思う輸が各 l
名づつであった。学部卒ではあまリ必要と忠わないい 3
%. .どちらとも言えないゅ 10%..あった万がよも、53%。
汁tf.米通り必要と思う愉 34%であった。院卒ι同級の傾
表-12 将来.活躍が望まれる分野(設問12)
学鼠t{>の.毘 腕$白書見
(人) (勃 〈人) (0/0) 
l 栄賓士〈保健所.学使.病院およ
102 20 18 18 
ぴ.康栄鍵J.idii'含(r)
Z 中学._綬の敏宵 88 16 15 15 
且短大・大学の敏宵・研究 70 14 19 19 
4 消寅書舗の分野での遭動.償壷.研究 65 1 S 115 15 
6. 崎儀社会での指場者 21 4 2 2 
6 貴晶・栄建"係のコン妙ルタント 20 4 4 4 
1 生活a!l良.及員 12 2 s 5 
8. 宜品衛生監視員 10 2 2 2 
9 ヒープ〈企.内の家政学士〉 10 2 s 3 
10. 企業での賞品関係の"宛.研究.検査 63 12 9 9 
1L 調埋'楓械などの開発 7 1 1 1 
12. 料煙学12 7 1 s 3 
18 マスコ E・11通関係 10 2 1 1 
1(. 他の分野へ通幽する 10 2 6 6 
15 そ の他 18 .1 -
合 針 608 103 ー一
向をしめし.また.学部の年代別lでも大庄はみられなも、。
免洗に対するこれらの立はは多数ょせられ.内容を以
下に示すと (マ:部卒236，院卒39)
表-13 免許状(教只.栄長上)に対する卒業生の巧ーえ(設問13)
学 $ 大学院
区分
総 数 A B C 
免併の
D E F 総 数
必要度
仏J(0/.) 仏コ ωa 仏) (%) 仏J (%) 仏J (%) 仏占 @ら) 仏) ~もJ 仏J (0/.，) 
回 答 数 353 40 52 79 72 77 33 57 1ω 100 100 1ω 100 1ω 1ω l∞ 
1. 不必要と思う 1 1 1 ー 3 2 
主 あまり必要と恩わ'.い 10 2 3 4 1 3 3 4 5 3 
3. どちらともいえない 35 2 4 7 7 9 6 5 
10 s 8 9 10 12 18 9 
4 あった方がよい 188 22 31 43 ω 38 14 29 
53 54 ω 54 56 49 43 51 
5. 従来週り必望書と思う 119 15 17 27 22 26 12 22 
34 38 32 34 l) 34 36 38 
(9 ) 
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1.不必ず要.あまり必要と思わないに対する11.見
中部卒院本
a.大学院大学として研究を主体とし
て進むなら.中途下端にならぬよう
免許は両者共不要， しかし相当の変
革が必要であろう。
b.特色ある p帯設を納めばよい。
C. 必要な人がとればよ L、。 4 1 
・-lf者注，この人法は竹:PI¥栄養 t登録のための[Ii['ぶ
式験は，栄主主 1:主主成総日立て・取得した者しか交験資
絡がないことを知らないと思う。
2.あった方がよい.従米通リ必要に対する;u:見
学部卒院本
a.現イut免J午社会なので免訴は必須
て'ある。 77 II 
b. "沈1哉の分'l1が!ム・がるので免J午は必
変である。 61 12 
C. 再就職に有利である. 37 3 
d.教H.栄炎上のl判)j同時にとhる
ようにしてほしも、。 22 2 
e.教H免許の均がイ1・手IJではないか。 5 
f， ~，;理栄益上にした }jがよいのでは
なL、か。 5 
g. 1也の免J午がとれるようにしてほし
い。(臨床検1't. 数・下 ，jI~科教員) 5 
h. 博寸士て深F位tへのi進J!並E"字4有守は少ないカか‘ら
免，，'f(j:必要。 5 
i 火力ri'j上のために必安 3 
J. その他 13 5 
XlV終 1)
lìíjllll と今1111の，絢合対i~の比較などをぷみたかったカ'. 1111 
は卒業生の数が今回よリ少ない tに回収率が48%と低か
った・lもや. i¥: 1Mのr，s{:-(，あって他の機会にゆずり.*
t・1・数'jー をあげるにとどめた。次凶に， これらの給*をふ
まえ，新しい民望が持てるようなs調査を試みてほしいと
行える。
)，'):1去にニのHí: IIiIをかりて，アンケートの J~入やì16ìË な
どに御協力下さった卒業，[:.や修了生の万々に深刈する次
>ilである.
要 約
本学百1¥食物'下専攻の卒業生および大学院の修I'主の社
会におけるiMi)j状況を把泌すべ〈アンケー トi調1f.を行な
っ た。，iJ.lI1t記 H は 111i初54~f.・ 8 月末である。その~，ll 給見~
(j:次のil1iりである
ヰ却
?
1 .学部卒 5211'，.大学院卒83名に配布し.問答数はそ
れぞれ 358.57で回収率は両者J七69%て“あった。
2.回答者の有職率は学部卒60%.院卒82%であった。
3 . 有験者のうち常勤者はす:吉岡~73%. 院$85%であっ
た。
4.卒業後.ずっと常勤である者は'下総卒では回答総数
の37%. 院本は49%である。
5.宥験者・め7it助mWIl(ム卒業以後の年数の約30%IIIj後
がiij半の世代であリ.者い年代は50%である。
6 . 有戦者の主な i，~!Ii功分野(j:.学部卒では，中学 ・ 高等
学校の教fr.18%. ~J:大 ・ 大学の教育・研究 27%. 
会社の研究 ・開発 ・検伐 ・常業 19%.栄養士関係
14%. その他 22%である。院卒Ij:.健大 ・大学の教
育 ・研究が約80%をしめていた。
7.卒業生の社会的地iJi:(j:.各分野における符座戦およ
ぴそれにすVlずるおは，学郎卒(牛;三井の大学院に残った者
をのぞく)40人余.院卒は大"f:・知大の教Jえ助教授，
講師などが多<.あとは臨床検査主任.会社の部t<な
どである，
8.食物学科出身者として，各自の仕事に対する適当度
(j:.適当およびまあ適当が学部時62%.院本73%。適
当であるとはL、えない.学部卒20%.院卒6%であっ
'" ~。
9.退職の主な理由は学部卒では結婚のためが44%.出
産 ・育児のため21%. 第 2の理由は戦場内の問題が22
%.仕事の不通が16%であった。院卒Iム家族の転勤
のための理由がトップだった。
10.現在，職業についていない理由としては学部，院卒
共に、 子供が小さいうちは家庭の外で仕事を持ちたく
ないがトップだった。
11.再統臓の希笠状況は，学部卒では適当なところがあ
ればすぐに16%. 現イI:(j:無尽だがいづれしたい 64
%.就職する気がない 20%であった.今すぐに出来
ない理由の80%は家庭の事情であった。
12.今後自己の能力を生かすには，職業を何らかの形で
持った中でというのが学部62%.院卒81%を占め，家
庭生活を中心にして 12%. ボランティア活動を通し
て 17%であった。
13.現在活躍している分野以外に 今後活動が期待され
る分野は. i l'J 'l~者サイドからの諸分野.臨床栄養方面，
食品・栄養コンサルタント，地域社会の指導者. ヒー
プなどがあげられた。
14.免許については，学部卒353名.院卒57名のうち各
々 l名が不必要。あった方がよい，従来通り必要 87 
%(院卒89%)であった。
(10) 
宮川他 :食物学科卒業生のアンケート調交結果(その 2) 
15，免許について多数の窓見があり，主なものは.免許
社会なので必須 77名(院本11名)，就職の分nが広が
るから必要 61名(院本ー12名)，再就職に-!i利 37名(院
卒 3名)， 博 上課程が出米たから不要. などであった。
? ???
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(昭和55年11月13日受理)
食物学科卒業生の社会にま長ける活動状況に関するアンケート調査
記入についてのお願い
1 ，下記のぷ|切に対 L，0印をつけるとか( )内に舎
き入れるなどして下さい。
2，答にくいときは.その他のlTiに具体的に占いて下さ
し、。
3，昭和54Jf.8月本日現花て・御‘i己入下さし、。
設問 l あなたは卒業なさってから， ~設業 (パート タイ
ム.自営およびその従業者を含む)を持ったこ
とがありますか。
1.現イ正， 持っている。
2，過去に持ったことはあるが，現在'-HY-ってい
ない。(ニの項にO印の方l;t設問6へ)
3，持ったことはない。(この項にO印の}jは設問
8へ)
設問2 l.見イピの職業は次のどれにあたリますか。
1， 'Ii¥'動
2.パー ト(毎日)， 1日子均約( )時1:1
3，非常勤. 1週間に( l阿， 1日子均約( ) 
時間j
4， J'I '，~-
5，その他(
設問3 現ぬの主な仕事内谷を必きかせ下さもυ
1，勤務先，職名，地位など(差支えなければ)
2， f士 'J~内容
設問4 上記のf上'1手は. ;k_のどれにあたリますか
1， '11"内主の教育 2，高専V{:校の教ir
3，短大の教育 ・研究 4，大学の教f・6庁'先
5， 1-4以外の教育 6，会社の研'先 ・開発
7，会社の製品検1f.関係
8，会祉の営業関係(会社の製品を主に似つての
料-"i!，指導を含む)
9 ，約院の検査関係
10，栄養上として(集団給食を含む)小 ・中・ 高校
11， 1 1 病院 ・医院
12 1 1 官公庁
(保健所など)
13 " 1 会社
14， 1 " その他
15，官公庁，"'j:校. 会社などの t~務関係
16，自営業(家庭教師，題味の教~などを含む )
17，その他( ) 
殺問5 現拘:の{I:'J~は.食物学料の卒業生として jÆj当で
あると忽われますか。
1 ，適当である。 2，まあ適当である。
3， どちらともいえなも、
4，適当であるとはいえない。
5，その他(
設問6 就職期間lについておたずねします。
卒業'後，JJl，イkまでのWH:nをl∞とすると.次の
どれにあたりますか。(転戦も可.合計し%は大
{本で結柿です)
1 ，常勤てずっと勤めている。
2，常勤. パート，~ド7古勤な どをイ同十 L . f:'~( ) 
%てある うちわけ ・7佐助の期間は約( l% 
常勤以外のパート，非常勤のJUmflは約( )% 
設問 7 退戦経験のある }Jにおたずねします。
退職のPI!由は何でしたか。 2ケあれば.主な里R
由に0，次のE甲.自にd.をつけて下さ、、。
1.結絡又はその準備のため。
2， I~J rlIやr児のため。
3， r-(j~が枕'下JYIに i主したため。
4. 健康上{上回J~が絞けられなかったため
5，戦地内での|問題のため(人HI関係とか自己抗換
えなど)
????
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6.仕事が自分に適さなかったため(単調とか労
働過重など)
7.待遇が悪かったため (給料，井進の不満)
8.家族(貌・夫)の転勤
9.家族の宕病のため。
10. 自分の意志に関係な く周聞の反対のため。
1.自営業をするため。
12.その他(
設問8 今後.自分の能力をどのように生かしていこう
と考えてますか。
1.家庭生活を重視し.これに専念したい。
2.職場を通して自分の能力を生かしたい。
3.家庭生活と職業生活を両立させたい。
4.家庭生活を中心にしながらも，ボランティア
活動その他に貢献したい。例えば(
5.報酬を望むニとなし地域社会で活動したい
6.その他(
設問9 あなたが現在，職業に就かれていない理由は何
ですか。
1.経済的に安定しているので，職業につく必要
がない。
2.家庭生活に満足しているので，職業につく気
にならない。
3 . 自分の好みとかオ能にあった仕iJ~(職場)がな
L、。
4.年齢制限で駒場が得にくい。
5.収入と労働条件が見合う職場がない。
6.家族が職業をもつことに反対である。
7.家事との両立が困難である。
8.子供が小さいうちは.家庭の外に仕事を持ち
たくない。
9.体力的，年鯵的に職業生活を送る自信がない。
10.在'ヲ左中である。
1.その他(
設問10 あなたは，もし適当な職場があれば紘職 (パー
物
(12) 
学
ト.非常勤を含む)を希望しますか。
1.適当な職場があれば，今す ぐに も仕事につき
f二、'
2.現在1;1無理であるが，将来は適当な仕事があ
ればっきたい。
現平E無理な理由(
将来とは何年後くらいか。(
3.就織する気はない。
)年後
設問1 家庭にいる方におたずねします。
就職していないが，食物学科専攻者として役立
っているとお考えの事例について.小さなこと
でもかまいませんのでお聞かせ下さい。
設問12 食物学科卒業生が現在，および将来.活躍する
のがのぞましい分野はどういうところだとお考
えでしょうか。就職経験や家庭生活などを通し
て感じられることなど.お聞かせ下さい。
設問13 最後に免許などの取得について，おたずねしま
す。
博士課程が出来た現在，栄養士免許証，教員免
許状1;1，あなた個人を含め，食物学科卒業ー生と
して，どう考えられますか。
1 .不必要と思う。
2.あまり必要と思わない。
3 どちらともいえない。
4. あった方がよいと思う。
5.従来通り必要と思う 。
上記O印についての理由，その他御意見など。
御記入，誠にありがとうございました。貴重な御意見と
して，あリがたくいただきます。アンケー トの!感fE，そ
の他御意見などありま したら，お聞かせ下さい。
学部( )年 3月卒業氏名(
大学院( )年 3月卒業 (差支えなければ)
